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国土交通省 福島河川国道事務所 

   ４月25日に「阿武隈川にぎわいプロジェクト」の第

一弾イベントを開催。開会式場の御倉邸には、県内
外から約100名の参加者が集まりました。当日は好

天に恵まれ、新緑の中に桃や菜の花など春の穏や
かな風景が広がり絶好のサイクリング日和となりま
した。福島市、 伊達市、 桑折町の阿武隈川沿い約
30㎞のサイクリングロードを各自のペースで走り、４

箇所あるチェックポイントでスタンプを集めながら阿
武隈川の魅力を再確認されていました。 

▲旧伊達橋付近のチェックポイント。 
ここで参加者の皆さんも休憩タイム。 

▲チェックポイントでスタンプ 
をゲットして完走を目指そう。 

▲三元車は桑折町発祥で現存する日本最古 
の国産自転車。写真下は今年１月に桑折町
の有志によって復元された４人乗りの三元車。 

①阿武隈川隈畔の御倉邸で開会式が行われま
した。開会の挨拶をする福島河川国道事務所
の永尾事務所長。 ②スタート直前。青空の下、
スタートの合図を心待ちにする参加者の皆さん。 
③信夫ヶ丘緑地公園のチェックポイントを回り、
松川橋を渡って次は旧伊達橋付近のチェックポ
イントへ。 

阿武隈川 
にぎわいプロジェクト 

 阿武隈川流域22市町村で構
成される阿武隈川サミット、国
土交通省、荒川づくり協議会が
取り組んでいるプロジェクトで
す。河川と触れ合えるイベント
などを実施しながら、東日本大
震災前のように人々で賑わい
のある阿武隈川を取り戻して
地域復興を目指しています。 

① 

② 

③ 

桃の郷ポケットパーク（桑折町）
では日本最古の国産自転車 
「三元車」が参加者をお出迎え 

完走者には完走証と 
エコバッグを進呈 

▲産ヶ沢橋川を渡り、大正橋左岸 
下流のサイクリングロードへ。 

完走された参加者の皆さん 



◆福島・宮城県境～ 

   東和町移川までの阿武隈川：51.2㎞ 

◆あぶくま急行橋梁までの広瀬川：2.13㎞ 

◆旧国道４号・幸橋までの摺上川：0.8㎞ 

◆国道４号・松川橋までの松川：0.7㎞ 

◆地蔵原堰堤までの荒川：13.0㎞   

        管理区間：計67.83㎞ 
  

★川や堤防の異常・変状などを発見されまし 
たら、お手数ですがご連絡お願いします。 

《お問い合わせ》 
国土交通省 福島河川国道事務所  

伏黒出張所 
〒960－0502 伊達市箱崎字中32－１ 

TEL025(583)3233 FAX024(551)2337 

http://www.thr.mlit.go.jp/fukushima/ 

 DC開催期間中、鉄道で本県へ訪れた人に感 
謝の気持ちを伝えるメッセージを荒川堤防に設 
置しています。縦約3m、横幅約40mあり、JR
東北新幹線と東北線の車窓から一望できます。 

荒川フェスティバルが 
開催されました 

  ５月９日に荒川桜づつみ河 
川公園・河川敷で「ふくしま復 
興 荒川フェスティバル 」 を開 
催 。 オープニングセレモニー 
では伏黒出張所の栗田所長が挨拶を行い、福島河川国道事
務所のブースでは荒川の治水・利水の歴史をパネルで紹介し
ました。他にもステージショーやフリーマーケットも行われ、楽
しみながら河川環境保全の大切さに触れる一日となりました。 

出張所長より皆様へ 

ふくしまＤＣを応援しています 
(ディスティネーションキャンペーン) 

▲消防車、パトカー、救急車、自
衛隊の車両を展示。防火衣を着
て消防士のミニ体験もできました。 

▲ステージショーでは方木田稲荷太鼓の 
皆さんが勇壮な演奏で観客を魅了。 

▲伏黒出張所からは排水ポンプ車が出動。 
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●荒川の地蔵原堰堤 

●県庁裏隈畔の阿武隈川 

●伏黒出張所庁舎 

 伏黒出張所は、メンバーも新たに「み
なさまのお命と財産を守るべく」阿武
隈川と荒川の河川管理を行っていく所
存です。地域の皆さまには、日頃より
河川事業へのご理解とご協力をいた
だくとともに、大変きれいな河川環境
の維持にご協力いただき感謝申し上
げ 

 伏黒出張所管内では、「NPO法人 御倉

町かいわいまちづくり協議会」（写真上）と
「ふるさとの川・荒川づくり協議会」（写真
右）の２団体が河川協力団体として指定さ
れています。 

 大雨による洪水に備え、出水期を前
に阿武隈川上流の堤防徒歩点検を実
施しました。今回は初の試みとして、
自発的に河川の維持、河川環境の保
全・啓発等に関する活動を行う民間団
体の「河川協力団体」と合同での点検
も行いました。 

げます。出張所職員一同、気を 
引き締めて業務にあたりますの 
で、よろしくお願いいたします。 

平成27年度は４月から栗田所長（前列中央
左）と井田管理第二係長（前列左）が着任。 

河川協力団体と合同で堤防点検を実施 
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